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           必要な外来医療機能及び対応方針 
 

              １ 地域の外来医療の状況 

              ２ 地域で不足する医療機能の現状・課題 

              ３ 地域で不足する医療機能に対する今後の取組の 

                方向性等 

              ４ 医療機器の共同利用方針 

              ５ 紹介受診重点医療機関の名称 
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第３ 必要な外来医療機能及び対応方針 

 

１ 地域の外来医療の状況 

（１）医療施設数及び従事医師数 
 （表３－１）【医療施設数及び従事医師数】 

  
 出典：医療施設数：医療施設調査（2020 年）10 月 1 日現在の病院数及び一般診療所数 

     従事医師数：医師・歯科医師・薬剤師統計（2020 年）12 月 31 日現在の医療施設（病院及び診療所） 

 

（２）外来診療所施設数及び患者数 
 （表３－２）【外来診療施設数及び患者数】 

 
出典：ＮＤＢ(レセプト情報・特定健診等情報データベース)の平成 31 年 4 月から令和 2 年 3 月までの診療分データ（12 か 

月）に基づき抽出・集計したもの。 

＊１ 外来施設数:：NDB データにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診、外来診療料、小児科外来診療料、小児かか 

りつけ診療料、及び往診・在宅訪問診療の診療行為が算定された病院数及び診療所数 

＊２ 通院外来施設数：NDB データにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診、外来診療料、小児科外来診療料、小児 

かかりつけ診療料の診療行為が算定された病院数及び診療所数 

＊３ 外来患者延数：NDB データにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診、外来診療料、小児科外来診療料、小児か 

かりつけ診療料、及び往診・在宅訪問診療の診療行為の算定回数を病院・診療所別に合算したもの 

＊４ 通院外来患者延数：NDB データにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診、外来診療料、小児科外来診療料、小 

児かかりつけ診療料の診療行為の算定回数を病院・診療所別に合算したもの 

 

（３）時間外外来施設数及び患者数 

 （表３－３）【時間外外来施設数及び患者数】 

 
 出典：ＮＤＢ(レセプト情報・特定健診等情報データベース)の平成 31 年 4 月から令和 2 年 3 月までの診療分データ（12 か

月）に基づき抽出・集計したもの。 

＊１ 時間外等外来施設数：NDB データにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診、外来診療料、小児科外来診療料、小

児かかりつけ診療料の診療行為が算定された病院数及び診療所数 

＊２ 時間外等外来患者延数：NDB データにおける医科レセプト（入院外）の初診・再診、外来診療料、小児科外来診療料、

小児かかりつけ診療料の時間外等加算（時間外、夜間、休日、深夜）の診療行為の算定回数を病院・診療所別に合算

したもの      

 

（４）往診実施施設数及び在宅患者数 

 （表３－４）【往診実施施設数及び在宅患者数】 

 
出典：ＮＤＢ(レセプト情報・特定健診等情報データベース)の平成 31 年 4 月から令和 2 年 3 月までの診療分データ（12 か

月）に基づき抽出・集計したもの。 

＊１ 往診実施施設数：NDB データにおける医科レセプト（入院外）の往診の診療行為が算定された病院数及び診療所数 

＊２ 往診患者延数：NDB データにおける医科レセプト（入院外）の往診の診療行為の算定回数を病院・診療所別に合算し 

たもの 

 ＊３ 在宅患者訪問診療実施施設数：NDB データにおける医科レセプト（入院外）の在宅患者訪問診療の診療行為が算定 

された病院数及び診療所数 

 ＊４ 在宅患者訪問診療患者延数：NDB データにおける医科レセプト（入院外）の在宅患者訪問診療の診療行為の算定回 

数を病院・診療所別に合算したもの 

区 分 医療施設数（箇所数） 従事医師数（人）
一 般 診 療 所 154 291

病 院 21 148

区 分
外来施設数＊１

（月平均数）
通院外来施設数＊２

（月平均数）
外来患者延数＊３

（回／月）
通院外来患者延数＊４

（回／月）

一 般 診 療 所 243 135 1,488,264 1,462,723

病 院 38 22 742,620 736,406

区 分 時間外等外来施設数＊１（月平均数） 時間外等外来患者延数＊２（回／月）

一 般 診 療 所 103 19,844

病 院 18 11,351

区 分
往診実施施設数

＊１

（月平均数）
往診患者延数

＊２

（回／月）

在宅患者訪問診療

実施施設数
＊３

（月平均数）

在宅患者訪問診療

患者延数
＊４

（回／月）

一 般 診 療 所 63 2,071 45 23,470

病 院 8 64 8 6,150
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（５）医療機器の配置・保有・活用状況 

 （表３－５）【医療機器の配置・保有・活用状況】 

 
 

【医療機器ごとに下記の指標を計算し、可視化の際の参考とする】 

人口十万人対医療機器台数をベースに、地域ごとの性・年齢階級による検査率の違いを調整する。  

  

  

  
※１ 医療機器の台数 

 ＣＴ 

・医療施設調査（2020年） 病院票及び一般診療所票の「マルチスライスＣＴ」、「その他のＣＴ」の合計装置台数。 

 ＭＲＩ 

・医療施設調査（2020 年） 病院票及び一般診療所票の「3.0 テスラ以上」、「1.5 テスラ以上 3.0 テスラ未満」、「1.5

テスラ未満」の合計装置台数。 

ＰET 

・医療施設調査（2020 年） 病院票及び一般診療所票の「ＰＥＴ」、「ＰＥＴＣＴ」の合計装置台数。 

マンモグラフィー 

・医療施設調査（2020 年） 病院票及び一般診療所票の「マンモグラフィー」の装置台数。 

放射線治療（体外照射） 

・医療施設調査（2020 年） 病院票の「ﾘﾆｱｯｸ･ﾏｲｸﾛﾄﾛﾝ」、「ｶﾞﾝﾏﾅｲﾌ･ｻｲﾊﾞｰﾅｲﾌ」の合計装置台数。 

・医療施設調査（2020 年） 一般診療所票の「ｶﾞﾝﾏﾅｲﾌ･ｻｲﾊﾞｰﾅｲﾌ」の都道府県別の装置台数を参考に、令和元

年度ＮＤＢデータの年間算定回数から「ﾘﾆｱｯｸ･ﾏｲｸﾛﾄﾛﾝ」、「ｶﾞﾝﾏﾅｲﾌ･ｻｲﾊﾞｰﾅｲﾌ」の合計台数を推計した。 

 ※２ 人口 

・住民基本台帳人口（2020 年） 2021 年 1 月 1 日現在の人口（外国人含む）性・年齢階級別の人口（年齢階級は、

0-4 歳から 5 歳刻みで 80 歳以上まで） 

 ※３ 件数（検査数） 

・令和元年度（平成 31 年 4 月から翌年 3 月まで）ＮＤＢデータの医科レセプト及びＤＰＣレセプトから以下の診療

行為コードに該当する算定回数を抽出し、年間算定回数をそれぞれの医療機器の検査数とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CT MRI PET
マンモ
グラフィ

放射線治療
（体外照射）

診療所 27 7 0 1 0

病院 18 11 1 5 1

18.3 7.6 0.41 2.8 0.40

22.4 9.0 0.50 3.0 0.50

診療所 312 2,526 － 354 －

病院 1,478 1,396 631 223 2,379

医療機器台数※１

調整人口※２当たり台数

人口
※２

10万人対台数

区 分

年間稼働率
（件数※３／台）

調整人口あたり台数 ＝
地域の医療機器の台数

地域の人口（10万人）×  地域の標準化検査率比

地域の人口あたり期待検査数（外来）

全国の人口あたり期待検査数（外来）
 地域の標準化検査率比＝

〕

地域の人口

 × 地域の性・年齢階級別人口Σ〔
全国の性・年齢階級別検査数（外来）

全国の性・年齢階級別人口
 地域の人口あたり期待検査数（外来）＝
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  ＣＴ 

 ・以下の診療行為コードに該当する年間算定回数を抽出 

 170011710  ＣＴ撮影（イ、ロ又はハ以外） 

 170011810  ＣＴ撮影（１６列以上６４列未満マルチスライス型機器） 

 170012110  脳槽ＣＴ撮影（造影含む） 

 170028610  ＣＴ撮影（４列以上１６列未満マルチスライス型機器） 

 170033410  ＣＴ撮影（６４列以上マルチスライス型機器）（その他） 

 170034910  ＣＴ撮影（６４列以上マルチスライス型機器）（共同利用施設） 

 170016210  非放射性キセノン脳血流動態検査 

  ＭＲＩ 

 ・以下の診療行為コードに該当する年間算定回数を抽出 

 170015210  ＭＲＩ撮影（１又は２以外） 

 170020110  ＭＲＩ撮影（１．５テスラ以上３テスラ未満の機器） 

 170033510  ＭＲＩ撮影（３テスラ以上の機器）（その他） 

 170035010  ＭＲＩ撮影（３テスラ以上の機器）（共同利用施設） 

 

  ＰET 

 ・以下の診療行為コードに該当する年間算定回数を抽出 

 170020610  ポジトロン断層撮影（１５Ｏ標識ガス使用） 

 170024810  ポジトロン断層撮影（１８ＦＤＧ使用） 

 170027210  ポジトロン・コンピューター断層複合撮影（１５Ｏ標識ガス使用） 

 170027310  ポジトロン・コンピューター断層複合撮影（１８ＦＤＧ使用） 

 170033210  ポジトロン断層撮影（１３Ｎ標識アンモニア剤使用） 

 170033750  乳房用ポジトロン断層撮影 

 

  マンモグラフィー 

 170027010  乳房撮影（アナログ撮影） 

 170028210  乳房撮影（デジタル撮影） 

 

  放射線治療（体外照射） 

 ・以下の診療行為コードに該当する年間算定回数を抽出 

 180019710  直線加速器による放射線治療（定位放射線治療） 

 180026750  直線加速器による放射線治療（定位放射線治療・体幹部に対する） 

 180035310  直線加速器による放射線治療（１以外） 

 180018910  ガンマナイフによる定位放射線治療 

 180008810  体外照射（エックス線表在治療）（１回目） 

 180019410  体外照射（エックス線表在治療）（２回目） 

 180020710  体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（１門照射） 

 180020810  体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（対向２門照射） 

 180020910  体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（非対向２門照射） 

 180021010  体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（３門照射） 

 180021110  体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（４門以上の照射） 

 180021210  体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（運動照射） 

 180021310  体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（原体照射） 

 180021410  体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（１門照射） 

 180021510  体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（対向２門照射） 

 180021610  体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（非対向２門照射） 

 180021710  体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（３門照射） 

 180021810  体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（４門以上の照射） 

 180021910  体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（運動照射） 

 180022010  体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（原体照射） 

 180031910  体外照射（ＩＭＲＴ）  
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２ 地域で不足する医療機能の現状・課題 

（１）初期救急医療に関する外来医療の現状・課題 

（現 状） 

救急医療の医療提供体制に同じ 

（課 題） 

救急医療の医療提供体制に同じ 

 

（２）在宅医療の提供状況・課題 

（現 状） 

在宅医療の医療提供体制に同じ 

（課 題） 

在宅医療の医療提供体制に同じ 

 

３ 地域で不足する医療機能に対する今後の取組の方向性等 

（１）初期救急医療に関する外来医療の確保に向けて 

救急医療の医療提供体制に同じ 

 

（2）在宅医療の提供体制の確保に向けて 

在宅医療の医療提供体制に同じ 

 

４ 医療機器の共同利用方針 

○ 人口減少が進む中、当圏域内において効率的な医療提供体制を構築するため、医療機

器についても、当圏域内での配置状況、利用状況も勘案の上、可能な限り共同利用を進め

ることとします。 

 

○ 高額医療機器の購入にあたっては、後志圏域地域医療構想調整会議において情報共有

を図るとともに機器の共同利用を推進し、当圏域内での効率的な医療機器の整備・活用に

努めます。 

 

５ 紹介受診重点医療機関の名称 

   紹介受診重点医療機関については、外来機能の明確化・連携を強化し、患者の流れの

円滑化を図るため、外来の機能に着目して、紹介患者への外来を基本とする医療機関を

明確化するものです。 

外来機能報告制度の報告内容をもとに、後志圏域地域医療構想調整会議において協議

を行い、道において紹介受診重点医療機関を公表しています。 

 

  
 

  

公益社団法人 日本海員掖済会 小樽掖済会病院（公表日：令和５年８月１日）

小樽市立病院（公表日：令和６年５月１日）

公表ページ：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/cis/156278.html


